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of women’s health nursing -

Ⅰ背景

　人生100年時代を迎えて、2025年には、団塊の世代
が後期高齢者に達し、5人に1人になると予測されてい
る。一方、生産年齢人口の減少、少子化は歯止めがか
からず、2017年の日本の出生数は94万6065人と、統計
を始めた1899年以降、過去最少となった1）。いわゆる、
一人の女性が一生に生む子どもの数である合計特殊出
生率は1.43となり、人口維持の最低基準値である2を
大きく下回った。そして、その影響により、妊産婦及
び新生児を対象とする母性看護学の臨地実習は、実習
施設及び看護の対象者の不足によって、学生の体験そ
のものが非常に難しい状況となっている。また、母子
に身近に触れ合う機会がほとんどない現代において
は、妊娠・分娩・産褥や新生児の生理的変化や看護は
イメージしにくく、母性看護学領域に対しての苦手意
識を持つ学生も多い。
　文部科学省の中央教育審議会が2008年4月に取りま
とめた「学士課程教育の構築に向けて」（審議のまとめ）2）

では、「現代の社会は、個人が生涯にわたって学習し、

複数の職業や組織で働き、活動する流動性の高い社会
である。個人の能力を評価する方法として、ポートフォ
リオが重視される時代ということができる。学士課程
における評価に当たっても、多様な学習活動の成果を
評価する観点から、学習ポートフォリオの手法を積極
的に取り入れていくことは有意義である。」と、学士
課程におけるポートフォリオ活用への言及がされてい
る。そして、近年、その中でも、学習や活動の記録と
してのポートフォリオ、特に電子的媒体でのｅポート
フォリオを活用した学習活動の可能性が注目されてい
る。
　「母性看護andポートフォリオ」を検索したところ、
国内の医学中央雑誌（医中誌web版）及びCiNiiにお
いて、前田・石川による論文3）1件が該当した。同論
文では、ルーブリック注1）の評価基準によって、（学生
は）母性看護学実習で何が求められているか、何をす
ればいいのかを評価基準で確認して能動的に学びの姿
勢を持つことができた、と報告している。しかし、こ
の報告は、母性看護学実習における研究であり、講義・
演習に関して活用した研究は見当たらなかった。
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要約　畿央大学健康科学部看護医療学科NEPSプロジェクトの2018年度母性看護学における授業ルーブリッ
ク評価導入を試みた。研究同意が得られ、回答が得られた母性看護学援助論Ⅰ95名（94.1％）、母性看護学
援助論Ⅱ90名（93.8％）の学生を対象とした。2科目共に、すべての教育内容項目について、中間より最終
評価の点数が高く、有意差があった。授業ルーブリック評価導入によって、学生は自己評価を主体的に実践
するという結果が得られた。また、現在行っている母性看護学2科目の授業の到達目標は達成できたと確認
できた。そして、授業ルーブリック評価は、学生への効果的な学習支援のあり方を検討する上で貴重な資料
となることが示唆された。
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注1）：ルーブリックとは、米国で開発された学修評価の基準の作成方法で

あり、「成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、それぞれのレベルに

対応するパフォーマンスの特徴を示した記述語（評価規準）からなる評価

基準表」と定義され、記述により達成水準等が明確化されることにより、

他の手段では困難な、パフォーマンス等の定性的な評価に向くとされ、評

価者・被評価者の認識の共有、複数の評価者による評価の標準化等のメ

リットがある4）。

母性看護学における授業ルーブリック評価の導入
　畿央大学（以下、本学と記す）健康科学部看護医療
学科の母性看護学領域では、前述の現状を踏まえ、学
生が、実際の対象や看護が理解しやすい教材の工夫や
模擬体験を多く取り入れながらも、その方向性を試行
錯誤してきていたため、効果的な教育方法、学習環境
の方向性の明確化を目指して、授業を見直し、その改
善を図ることが急務となっていた。
　本学看護医療学科の教員有志と教育工学を専門とす
る教育学習基盤センター教員（以下、専門家と略す）
で看護教育におけるeポートフォリオ導入授業を設計
す る 取 り 組 み を 実 践 し て い るNEPS（Nursing 
e-Portfolio for Student）プロジェクトでは、2017年度
より、看護医療学科の一部の授業において、授業ルー
ブリックの活用を開始しており、その詳細を第一報か
ら第三報で報告している5）6）7）。
　そこで、今回、先行研究の見当たらなかった母性看
護学領域の講義・演習2科目について、授業の改善の
試行錯誤の脱却を図り、学生自らの探究心の向上、主
体的に学ぶ姿勢を支援しつつ、効果的な教育方法、学
習環境の方向性を明確化することを目指し、授業ルー
ブリック導入を試みようと考えた。
　ここでは、母性看護学領域の授業ルーブリック評価
導入の試みを、本プロジェクトの第四報として報告す
る。

Ⅱ母性看護学の科目構成

　本学看護医療学科の母性看護学は、専門分野Ⅱの母
子看護学の中に位置付けられており、科目構成は、以
下の通りである。
1. 2年次　必修　学生約100名受講
1）前期　母性看護学対象論　領域教員による教室で
の座学が中心
2）後期　母性看護学援助論Ⅰ　領域教員による教室
での座学が中心
2. 3年次　必修　学生約100名受講
1）前期　母性看護学援助論Ⅱ　領域教員及び非常勤
教員による演習が中心
2）後期　母子看護学実習（母性看護学領域）学生3
～ 6名での施設実習

Ⅲ方法

１．デザインと実施時期
　今回、対象とした科目は、2018年度前期の看護医療
学科3年次配当科目である母性看護学援助論Ⅱと、同
年度後期の看護医療学科2年次配当科目である母性看
護学援助論Ⅰの2科目である。2つの科目において、授
業ルーブリック評価を行うまでの準備から実施までの
経過は、以下の通りである。
１） 有志教員による学内eポートフォリオ学習会参加
　　　2016年4月～ 2017年3月
２） 母性看護学援助論Ⅱ: 2018年4月～ 2018年8月開講
　　　2018年3月: ルーブリック作成
　　　2018年4月: 研究説明・同意
　　　2018年6月: 中間評価
　　　2018年8月: 最終評価
３） 母性看護学援助論Ⅰ: 2018年11月～ 2019年1月開
講
　　　2018年11月: ルーブリック作成
　　　2018年12月: 研究説明・同意
　　　2018年12月: 中間評価
　　　2019年1月: 最終評価
２．対象者
　本プロジェクトへの同意が得られ、授業ルーブリッ
ク評価を実施した本学看護医療学科の学生を対象とし
た。母性看護学援助論Ⅰについては、看護医療学科2
回生101名中、中間評価は100名（99.0%）、最終評価は
96名（95.0%）が回答した。母性看護学援助論Ⅱにつ
いては、看護医療学科3回生96名中、中間評価は95名

（99.0%）、最終評価は91名（94.8%）が回答した。また、
そのうち、中間評価・最終評価ともに回答した学生は、
母性看護学援助論Ⅰでは95名（94.1%）、母性看護学援
助論Ⅱでは90名（93.8%）、であり、それらの学生のみ
を分析対象とした。
３．倫理的配慮
　本プロジェクトの目的、期待される結果と共に、協
力は自由意志によるもので、協力しない場合の不利益
はないこと、知りえた個人的な情報を正当な理由なく
第3者に漏らさないこと、科目履修終了後もこの守秘
義務については同様とすること、また、同意しても中
断、辞退は可能であること、データは匿名として厳密
に管理すること、ルーブリック評価および蓄積した
PDFを一部データとして公開することがあること、
結果は研究以外の用途には使用しないことを文書また
は口頭で説明して、同意書への署名や回答を得た。
４．母性看護学領域における授業ルーブリックの作成
　2016年から始まった看護医療学科内のNEPSプロ
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ジェクトの開設直後1年間のeポートフォリオ学習会で
学んだことを土台として、母性看護学の講義・演習科
目である母性看護学援助論Ⅰ・Ⅱのこれまでの実際の
授業を振り返りながら、2018年3月、eポートフォリオ
学習及び授業ルーブリック作成の専門家と共に、授業
ルーブリックを作成することにした。
　まず、最初に取り組んだ科目は、母性看護学援助論
Ⅱである。この科目は、看護医療学科3年次前期科目で、
同年次後期に行われる臨地実習前の最終段階の科目で
あり、演習中心の授業である。学生は、本科目の後、
学外という臨地実習の場で、今までの学びの成果が問
われることになる。そのため、1つは、今まで学んで
きた知識を統合し、対象の全体像を理解して、看護を
実践していくプロセスをしっかりと記録に表すことが
できること、2つ目は、母性看護学特有の看護技術の
試験に合格し、適切な技術を身に着けること、この両
方を達成できるように、毎年、効果的な授業方法を求
めて試行錯誤していた。
　次に取り組んだのは、母性看護学援助論Ⅰである。
本科目は、2年次の後期科目で、教室での講義中心で
ある。母性看護学援助論Ⅱが演習中心の科目であるた
め、母性看護学で学ぶべき知識はすべて本科目で押さ
えておくことが必要であったため、学ぶべき知識は膨
大であり、加えて、この授業期間中、本科目担当教員
は、並行して母性看護学実習指導期間中であるため、
授業は変則で、短期間でのかなり詰め込み式の傾向が
強い。妊娠・分娩・産褥や新生児の生理的変化や看護
はイメージしやすいように、授業では、1年次から学
んできた基礎・専門基礎科目の内容が母性看護学につ
ながるように説明を行い、その内容をまとめて期日ま
でに提出する、また、母性看護学実習を前に、押さえ
ておきたい病態生理や看護を記載したパンフレットを
作成し、その資料の発表会を実施する注2）、そして、
母性看護学実習で使用するための実習衣のポケットに
入るA ５サイズの学習ノートを作成する、など、2年
次より、3年次に行われる臨地実習を意識した取り組
みを行った。
　このような母性看護学の講義・授業科目の特徴を踏
まえて、次の「教育内容」「到達目標」を検討し、母
性看護学2科目の授業ルーブリックを作成した（表1・
表2）。
注2）：学生が作成したパンフレットは、学生共有フォルダに収め、母性看

護学実習で実際の対象に渡したり、対象理解に活用できるようにしている。

1） 教育内容
　本学の建学の精神と学士力3）、ディプロマ・ポリ
シー及び母性看護学各科目のシラバスを踏まえ、当該
科目の「教育内容」を考えた。ここでは、そのキーワー

ドを取り上げることとする。
　まず、母性看護学における、主に知識を学習する「対
象とその家族」「支援する人々とのかかわり」「生理的
変化とその理解」「アセスメントとその看護」の4つの

「教育内容」の項目を作成し、母性看護学援助論Ⅰ・
Ⅱの2科目共通とした。そして、次に、母性看護学は、
正常な妊娠・分娩・産褥・新生児期にある人を対象に
していることが特徴であるため、「教育内容」として、

「Wellnessの解決視点＊注3）」の項目は外せないもので
あり、2科目共通の5つ目の項目とした。さらに、母性
看護学援助論Ⅰ・Ⅱどちらにおいても、試験の成績の
ような現実的な他者評価が割り込まない、学生の頑張
りを自ら評価でき達成感の得られる項目で、また、看
護師として働いていく上でとても大切で、是非身に着
けて欲しい項目として、「学び続けていく力」を2科目
共通の6つ目の項目として作成した。最後に、母性看
護学援助論Ⅰでは、学生の姿勢・態度を評価する項目
として、「学習内容の共有とその方法」を7項目として
作成し、母性看護学援助論Ⅱでは、臨地実習に向けて、

「母性看護学模擬実習（知識・技術・態度）」という臨
地実習を再現した演習を盛り込んでいる授業の特徴を
活かした項目を7項目目として作成した。そして、そ
れらの妥当性については、専門家の助言を受け、母性
看護学講義・演習科目2科目の「教育内容」各7項目を
完成した。このようにして作成した、本学の「建学の
精神」「学士力」と「ディプロマ・ポリシー」に沿っ
た評価項目としての「教育内容」各7項目は、Excel表
の縦軸に割り付けた。
＊注3）:「Wellnessの解決の視点」とは、「母性看護学は、健康な過程に

ある妊産褥婦及び新生児を対象とする科目であるため、問題点を見つける

志向ではなく、今の状態を維持あるいはより良くしていこうという考え方」

を、ここでは表している。

2） 到達目標
　授業ルーブリックの評価尺度である「到達目標」は、
S（遥かに発展的）・A（充分到達）・B（おおむね到達）・
C（努力を要する）の4段階とし、A段階はその授業で
学生に到達して欲しい目標となるレベルで3点、B段
階は学生に最低限到達させたい、つまり、科目の合格
レベルで2点とし、S段階は4点、C段階は1点と、本プ
ロジェクト共通で設定した。それを念頭に、母性看護
学援助論Ⅰ・Ⅱそれぞれの「授業内容」別に、その「到
達目標」を具体的に考えた。授業をする教員ではなく、
学生自身が自分で評価できる言葉で表記をしたいた
め、行動がどこまで、何をどのくらいできるようにす
るのか、をわかりやすく表現することが課題であった。
それには、まず第1として、4つの段階のうち、まず、
A段階の到達ラインが授業の目標レベルの内容になる
ように最初に考えて、表記した。そして、次に、その
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段階より、学生がアピールできる付加価値の行動を起
こしているレベルの発展的なレベルS段階、反対に、
学生のできることがマイナスとなるレベルBまたはC
段階を、具体的に表記することにした。特に、学生に
最低限到達してもらいたい科目合格レベルはB段階（2
点）として位置付けていたため、「未熟な部分はあっ
ても、学生が努力すれば必ず到達できるレベル」をイ
メージして表記するように留意した。さらに、「教育
内容」の項目は1つであっても、「到達目標」は、学生
ができるだけ評価しやすいように、行動レベルが複数
になるように分けるようにした。そして、その妥当性
については、専門家の助言を受け、母性看護学講義・
演習科目2科目の「到達目標」を完成した。このよう
にして出来上がった評価尺度である「到達目標」は、
Excel表の横軸として、それぞれ割り付けた。　　　
５．授業ルーブリックの評価の実際
　当該科目の授業ルーブリックは、学生及び教員が
PCまたはスマートフォンから利用できるように、本
学で活用している授業支援型eラーニングシステム
CEAS（以下、CEASと略す）5）内に、eポートフォリ
オ学習及び授業ルーブリック作成の専門家が登録及び
設定を行った。
　そして、学生はルーブリックの評価基準によって、
何が求められているか、何をすればいいのかを評価基
準で確認して能動的に学びの姿勢を持つことができた
と前述の前田・石川3）の報告にあったことから、学生
には、授業開始当初から授業ルーブリックを紙資料と
しても学生全員に配布し、到達目標や修得すべき授業
内容を確認するよう指示した。また、評価時は、「今
できていなくても、ありのままを評価して構わない。」
と学生に伝えた。
　さらに、母性看護学援助論Ⅰ・Ⅱの2科目共におい
て、中間評価と最終評価の各2回、該当期日が来た時
点でアナウンスを行い、CEAS内の該当授業ルーブ
リックを開いて、評価項目である各「教育内容」につ
いて、4段階の評価尺度である「到達目標」の中から、
自己評価の結果に合う到達レベルを選択し、登録する
よう指示した。尚、授業ルーブリックの実際の評価方
法の手順については、CEAS内に資料として割付して
おき、いつでも学生が閲覧できるようにしておいた。

Ⅳ結果

　結果は、表3・4及び図1-6の通りである。母性看護
学援助論Ⅰ・Ⅱ共に、すべての「教育内容」について、
中間評価より最終評価の平均値は、有意に点数が高く
なった（表3・4、図1-6）。

1．母性看護学援助論Ⅰ（表3、図1・3・5）
　本科目の「教育内容」項目の平均点数は、中間評価
では2.0であったが、最終評価では2.6であった。７つ
のすべての項目の最終評価の平均は、中間評価よりも
有意に高かった（P < 0.01）。「教育内容」の項目別で
見ると、「学び続けていく力」の中間評価の点数は2.2

表4 授業ルーブリック評価結果①
（母性看護学援助論Ⅱ）

図1 授業ルーブリック評価結果②
（母性看護学援助論Ⅰ中間・最終）

図2 授業ルーブリック評価結果②　
　　（母性看護学援助論Ⅱ中間・最終）

表3 授業ルーブリック評価結果①
（母性看護学援助論Ⅰ）
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と最も高かったが、最終評価においても2.8と最も高
かった。「支援する人々とのかかわり」「学習内容の共
有とその方法」の中間評価の点数は1.8 ～ 1.9と、他の
項目の点数よりも低かったが、最終評価では2.6と、
他の項目と同程度に高かった。「Wellnessの解決視点」
の中間評価の点数は1.6と最も低く、最終評価におい
ても2.2と最も低かった。
　学生個人の結果を見ると、中間評価の最低点数は1.0
で、最高点数は3.3であった。また、最終評価の最低
点数は1.0で、最高点数は4.0であった。
2．母性看護学援助論Ⅱ（表4、図2・4・6）
　本科目の「教育内容」項目の平均点数は、中間評価
では2.1であったが、最終評価では2.8であった。７つ
のすべての項目において、最終評価の平均は、中間評
価よりも有意に高かった（P < 0.01）。「教育内容」の
項目別で見ると、「学び続けていく力」の中間評価の
点数は2.7と最も高かったが、最終評価においても3.2
と最も高かった。「支援する人々とのかかわり」「アセ
スメントとその看護」「Wellnessの解決視点」の中間
評価の点数は、いずれも1.9と、他の項目よりも低かっ

たが、最終評価では2.7 ～ 2.8と、他の項目と同程度に
高かった。
　学生個人の結果を見てみると、中間評価の最低点数
は1.3で、最高点数は3.0であった。また、最終評価の
最低点数は1.7で、最高点数は3.7であった。

Ⅴ考察

1．母性看護学援助論Ⅰ
　本科目における「教育内容」の項目の中でも、知識
や対象への姿勢・態度などの評価項目である「支援す
る人とのかかわり」「学習内容の共有とその方法」の
中間評価の点数は1.8 ～ 1.9と他の項目より低く、また、
科目の合格基準である2未満であった。山口8）は、学
生の母性看護学に関する苦手意識は、講義を受ける中
で形成されることが多く、「覚えることが多い」「覚え
にくい」「実際のイメージがつきにくい」という認知
に関する要因が影響すると報告している。この報告に
あるように、少子化・核家族化によって、母性看護学
の対象である母子に身近に触れ合う機会がほとんどな
い現代社会においては、妊娠・分娩・産褥や新生児の

図3 授業ルーブリック評価結果③　
（母性看護学援助論Ⅰ）

図5 授業ルーブリック評価結果④　　
（母性看護学援助論Ⅰ）

図4 授業ルーブリック評価結果③　
（母性看護学援助論Ⅱ）

図6 授業ルーブリック評価結果④　
（母性看護学援助論Ⅱ）
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生理的変化や看護はイメージしにくく、それによって、
母性看護学に対して早い段階から苦手意識を持つ学生
が多い。しかし、今回の最終評価では、「支援する人
とのかかわり」「学習内容の共有とその方法」が知識
の評価項目である「生理的変化とその理解」と共に、2.6
～ 2.7と高い点数となったことから、前述の山口8）の
報告にあるように、2年次から、臨地実習を視野に入
れて、実際の対象をイメージできるようなわかりやす
い授業の工夫をした様々な取り組みは、学生の知識の
定着に効果的であったと考える。
　また、「Wellnessの解決視点」は、中間評価・最終
評価共に、「教育内容」の項目の中で最も点数が低かっ
た。最終評価は2.2で、中間評価の1.6よりも0.6高くな
り、合格基準と設定していた点数である2を超えたが、
他の項目の点数は2.6 ～ 2.8であるのに比較してかなり
低かった。この項目は、母性看護学特有の概念的な看
護の考え方を学ぶものであったが、3年次の母性看護
学援助論Ⅱと同じ評価項目であるにもかかわらず、今
回、2年次に到達可能な基準が明確に設定できていな
かった。このことから、2年次の学生が達成できる適
切な評価ツールとして活用できずに、2年次の学生に
とっては目標が高いものとなり、最終評価においても
点数が低い結果となってしまったと考える。戸田9）は、
学生は、理解が難しかったことが「分かった」、練習
したことが「できた」、努力を重ねることにより「で
きた」という体験を通じて自己効力感を高めており、

「できた」という思いで喜びを感じ、喜びが「もっと
よい状況になるにはどうしたらよいのだろうか」と
いった次の課題に対する学習意欲となる、と述べてい
る。2年次科目と3年次科目の評価項目が同じでも、授
業ルーブリックを2年次科目の母性看護学援助論Ⅰと
いう一科目だけの評価にとどまらず、3年次科目の母
性看護学援助論Ⅱに向けて学生の成長が見られるよう
な評価ツールとして導入することも可能である。しか
し、前述の戸田9）の報告にあるように、学生が達成可
能な小さな目標から大きな目標へとステップアップで
きるように、授業ルーブリックの目標は年次に応じた
内容にすることで、全体の平均値も高くなり、学生の
達成感が得られるものになるのではないかと考える。
同じ評価項目を使用するのであれば、2年次の母性看
護学援助論Ⅰで達成できるわかりやすい評価尺度に修
正することが必要であるため、今後、授業ルーブリッ
クの改善点として検討する。
２．母性看護学援助論Ⅱ
　本科目における「教育内容」の中でも、知識の評価
項目である「支援する人とのかかわり」「アセスメン
トとその看護」と、母性看護学特有の考え方を学ぶ項

目である「Wellnessの解決視点」については、中間評
価の点数は1.9で、合格基準と設定していた点数2より
も低かった。しかし、最終評価では2.7 ～ 2.8と他の項
目と同程度の高くなり、その伸び幅は非常に大きかっ
た。この科目を開講している3年次前期の学生は、他
の看護学領域科目からも課題が重なっていたのと同時
に、目の前に迫っている臨地実習で、看護師としての
知識と技術と態度・姿勢を評価されるという切迫感
に、負担と不安を感じていた。しかし、1年次からの
学習の積み重ねによって、学習習慣がしっかりと身に
ついてきた時期でもあるため、基礎科目・専門基礎科
目の知識を復習しつつ、こつこつと学んでいた学生の
努力の結果が、この最終評価の高い点数に結びついた
と考える。これは、「学び続けていく力」の項目が、
中間評価では2.7、最終評価では3.2と、共に最高点数
で維持できている結果からも読み取れる。
　また、3年次後期の臨地実習前の最終段階に位置付
けられている本科目に特徴的な項目である「母性看護
学模擬実習（知識・技術・態度）」は、中間評価は2.1
であったが、最終評価では2.6と、他の項目と同じ程
度に高かった。二村ら10）は、（母性看護学の）状況設
定を用いた演習を組み立てることで対象のイメージ化
を促し、判断力の向上に繋がるように工夫する必要が
ある、と述べている。この報告にあるように、実際の
臨地の現場を想定し、母性看護学の対象や臨地施設の
指導者・教員とのTPOに応じた態度・言葉遣い、コ
ミュニケーション（挨拶、報告連絡相談、身振り・姿
勢、声の大きさ、距離感、表情など）の模擬体験をす
るなど、本科目での様々な取り組みによって、自己の
対応力が向上したという学生自身の実感が得られた結
果、最終評価が高くなったのではないかと考える。加
えて、末永・原田11）は、母性看護学実習前に新生児
モデルによる育児疑似体験を行うことで、児に対する
肯定的な感情が高まりやすく、育児疑似体験は母性看
護学実習の準備学習として効果的である、と報告して
いる。少子化や実習施設の減少によって、母性の対象
や看護のイメージ化がより困難となっている中、本科
目の「教育内容」の項目すべて、最終評価の平均点数
が2.8と非常に高い学生の自己評価につながった。こ
れは、演習中、学生から「赤ちゃん可愛い」「母性看
護が楽しい」という言葉が聞かれたことからも、本授
業において、臨地実習を再現したさまざまな疑似体験
授業を取り入れたことによって、学生が実習に向けて
の自信を持てた結果ではないかと考える。
３．全体
　今回のすべての「教育内容」の項目において、評価
の平均点数に大きな偏りがなかったことは、初回の授
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業ルーブリックとしては、今後継続して活用できる評
価ツールとなったと考える。母性看護学の講義・演習
科目2科目の中間評価・最終評価共に、最も点数の高
かった項目は「学び続けていく力」であった。「学び
続けていく力」は、学生の頑張りを自ら評価できる項
目であるため、どうしても学生に評価してもらいたい
項目であった。授業を通してこつこつ学習に取り組ん
できた学生自身の努力に対する自己評価が大きく反映
された項目であると考える。今回のプロジェクトへの
参加協力が全学生の94 ～ 99％と高率であった結果か
らも、学生にとって、自己の頑張りを評価でき、満足
感が得られる項目であったのではないかと考える。
　鈴木12）は、教育の質を点検する方略としてインス
トラクショナルデザインを用いた「いらつきのなさ」

「うそのなさ」「分かりやすさ」「学びやすさ」「学びた
さ」の5つのレイヤーモデルを提唱している。これま
で母性看護学の講義・演習科目でおこなってきた様々
な取り組みの効果は、今回「学び続けていく力」の項
目の点数が最も高かった結果から、この報告における
学生の「学びたさ」につながっていたと考える。そし
て、知識の学習において、「分かりやすさ」「学びやす
さ」を授業において工夫したことは、それらが相乗効
果として働き、学習を加速する方向につながり、今回
の母性看護学講義・演習2科目共に最終評価が高得点
となった結果につながったと考える。今回作成した母
性看護学の授業ルーブリックにおいて、学生に最低限
到達させたい合格基準は到達目標B（点数2）であっ
たため、最終評価の平均点数が、母性看護学援助論Ⅱ
では2.8、母性看護学援助論Ⅰでは2.6という結果は、
授業の到達目標を達成できたと言える。
　学生個々の結果を見てみると、中間評価の平均は、
最高点数と最低点数の学生では、最大2.3ポイント差
で、最終評価の平均では、最高点数と最低点数の学生
で最大3.0ポイント差と、個人差があった。また、中
間評価・最終評価共に、点数が高い傾向にある学生や
低い傾向にある学生がいた。そして、中間評価よりも
最終評価の点数が低かった学生もいた。この結果は、
自己を過大あるいは過小に評価したか、また、事実に
基づいていたか、あるいは、いなかったか、さらに、
きちんと評価する意思があったか、あるいは、なかっ
たかや、自己評価に影響を与えていると思われる学生
個々の事情についての詳細もわかっていない。まずは、
授業ルーブリックの記述後の曖昧な表現を見直し、定
量的な表現にするなどできるだけ評価者によってばら
つきのないものに修正できないか検討することが必要
である。また、自己評価に関して、Bandura（1980）は、
人は自分自身で行動基準を設定し、その基準に照らし

て自分自身の行動を評価すること、以前の自分の行動
が今現在の遂行行動を判断する準基準として設定され、
それが自己評価に影響する13）、と指摘している。この
ことから、自己評価の低い学生は、他の領域の科目で
も共通して自己評価が低い傾向があるかもしれない。
よって、授業ルーブリックの活用においては、他領域
の結果と共有していくこと、また、学生と一緒にでき
た体験を評価する教員のかかわりが今後は必要であ
る。
　また、母性看護学実習でルーブリック評価を活用し
た前田・石川3）の報告では、4 ～ 5名と少人数の学生
に教員が1名担当しており、実習施設の実習指導者の
協力体制と実習時間内のリフレクションの時間が設け
られていた。ルーブリックを活用することで、学生・
教員相互で到達状況を正しく把握でき効果的なフィー
ドバックができたと述べている。母性看護学実習は、
看護の対象者が少ないこともあり、本学でも1施設で
受け入れ可能な学生3 ～ 6名に対し、1名の教員が担当
している。しかし、本学の母性看護学の講義・演習科
目である2年次の母性看護学援助論Ⅱでは、90 ～ 100
名の学生、3年次の母性看護学援助論Ⅱでは、45 ～ 50
名の学生を1回の授業において対象としており、母性
看護学援助論Ⅱの演習では、非常勤教員の協力体制を
得られたが、授業内でのルーブリック活用を実現する
ことはできておらず、今回は母性看護学講義・演習2
科目共に、学生の自己評価ツールとして導入したのみ
となった。
　猪俣14）は、ルーブリックが、課題の最終的な評価
だけではなく、学生たちの学びをより深くするために
有効であること、まずは作って、実際に評価し、修正
することで、よりよいルーブリックが作成できるとい
うこと、そして、多面的に評価するようなものについ
て、さまざまな場面でその利用の可能性があると述べ
ている。今後の課題としては、今回のような、授業ルー
ブリックにおける学生の自己評価の数的分析だけにと
どまらず、母性看護学援助論Ⅰにおいては、授業ルー
ブリックの中間評価・最終評価までに、学生の授業の
出席状況や課題の提出状況や内容など、取り組む姿
勢・態度などの情報の分析を行って、少なくとも必要
な学生には早期に対応できるようにすること、そして、
母性看護学援助論Ⅱでは、母性看護学援助論Ⅰでの対
応に加えて、今まで実際に口頭や文章で行ってきた学
生との振り返りの場面において、学生と教員が一緒に
授業ルーブリックを活用できる授業案を考えていくこ
とが必要であると考える。学生の自己評価をそのつど
質的にも分析していくことができるような授業設計や
分析した結果を具体的に授業改善へと実現する方法を
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検討したい。そして、これまでも授業内・外で多くの
時間を費やして重ねた学生や教員との貴重なやり取り
を含め、eポートフォリオとして活用していくことで
本取り組みを発展させたいと考える。　

Ⅵ結語

　今回、NEPSプロジェクトの母性看護学における授
業ルーブリック評価導入を試みた。そして、母性看護
学の講義・演習2科目において、授業ルーブリック評
価導入によって、学生は自己評価を主体的に実践する
という結果が得られた。また、授業ルーブリックを活
用することによって、中間評価と最終評価の2回で得
られた学生の自己評価後の数的なデータから得らえた
結果の分析による知見のみにとどまったが、気になる
学生を知ることができ、今後の学生への効果的な学習
支援のあり方を検討する上で貴重な資料となった。さ
らに、現在行っている母性看護学講義・演習2科目の
授業の到達目標は達成できたと確認することができ
た。
　大学における看護教育課程は、保健師助産師看護師
学校養成所指定規則の第5次改正により2022年から変
革がもたらされる。少子化によって、大学入学者数が
ますます減少している社会背景もあり、山田・池西15）

は、養成所も大学も、必要とされる学校になるために
提示された教育内容を画一的に実施するのではなく、
何が求められているのか、どのような看護師を育てる
のか、学校や教員が自分たちで考えなければならない、
と述べている。今回の結果を共有し、本学看護医療学
科教育活動の将来像への視点を踏まえ、その指標とな
るものを造ることに、真摯に取り組んでいきたい。そ
して、これからも、学生の学びを支援し、寄り添って
いきたい。
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